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ち
の
励
み
と
な
り
、
元
気
の
素
を
受

け
取
る
、
こ
の
元
気
の
広
が
り
を
生

む
同
窓
の
つ
な
が
り
の
す
ば
ら
し
さ

に
感
じ
入
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

た
く
さ
ん
の
懸
垂
幕
を
掲
げ
て
元
気

を
発
信
し
て
い
け
る
よ
う
、
生
徒
た

ち
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

さ
て
、
こ
の
２
年
間
、
コ
ロ
ナ
の

感
染
拡
大
に
よ
り
、
本
校
の
教
育
活

動
は
通
常
の
予
定
か
ら
の
変
更
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
が
度
々
あ
り
ま

し
た
。
感
染
の
終
息
は
ま
だ
見
え
ま

せ
ん
が
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
た
か

ら
こ
そ
わ
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
制
約
が
多
い
日
々
の
生
活
の
中

で
、「
今
ま
で
必
要
と
思
っ
て
い
た

こ
と
が
、
実
は
な
く
て
も
な
ん
と
か

な
る
」、「
絶
対
に
で
き
な
い
と
思
っ

て
い
た
こ
と
が
、
工
夫
次
第
で
な
ん

と
か
で
き
る
」
な
ど
、
身
近
な
と
こ

ろ
で
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
次
々
に

起
こ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着

い
た
後
は
、
す
べ
て
を
元
の
状
態
に

戻
す
の
で
は
な
く
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ

ル
を
柔
軟
に
受
け
入
れ
、
ウ
イ
ズ
コ

ロ
ナ
社
会
へ
の
移
行
に
伴
う
変
化
を

利
用
し
て
、
時
代
を
前
進
さ
せ
る
こ

と
が
肝
要
と
考
え
ま
す
。
本
校
の
教

育
を
と
お
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

を
、
先
頭
に
立
っ
て
切
り
拓
い
て
い

く
人
を
育
て
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

最
後
に
、
四
高
同
窓
会
の
ま
す
ま

す
の
ご
発
展
を
祈
念
申
し
あ
げ
ま
す

と
と
も
に
、
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
母

校
へ
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
あ
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
あ
げ

ま
す
。
ま
た
、
平
素
か
ら
本
校
の
教

育
活
動
に
多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
よ
り

御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

こ
の
４
月
に
、
同
窓
会
の
ご
支
援

に
よ
り
、
体
育
館
の
富
田
駅
側
壁
面

に
懸
垂
幕
の
枠
を
設
置
い
た
し
ま
し

た
。
こ
こ
に
は
、
学
校
と
同
窓
会
が

一
体
と
な
っ
て
部
活
動
や
校
外
活
動

を
応
援
し
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め

て
い
ま
す
。
４
月
に
、
最
初
の
懸
垂

幕
と
し
て
「
科
学
の
甲
子
園　

全
国

大
会
第
五
位
」
を
掲
げ
た
と
こ
ろ
、

こ
れ
を
見
た
と
い
う
卒
業
生
の
方
々

か
ら
、
私
あ
て
に
40
通
を
超
え
る
メ

ー
ル
や
ラ
イ
ン
が
届
き
ま
し
た
。

　

「
朝
、名
古
屋
へ
通
勤
す
る
途
中
、

四
高
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
懸
垂
幕
が

目
に
入
り
ま
し
た
。
後
輩
の
頑
張
り

を
み
て
、
自
分
も
仕
事
を
頑
張
ろ
う

と
、
朝
か
ら
た
く
さ
ん
の
元
気
を
も

ら
い
ま
し
た
。」
実
際
に
は
会
っ
た

こ
と
の
な
い
先
輩
が
、
後
輩
の
活
躍

か
ら
元
気
の
素
を
受
け
取
り
、
そ
れ

を
返
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、
後
輩
た

が
。
馬
鹿
に
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
が

面
白
が
ら
れ
る
。
お
城
の
屋
根
に
消

火
器
を
置
い
て
も
観
光
客
は
来
な

い
。
と
こ
ろ
が
「
水
を
よ
び
、
火
を

消
す
意
味
で
城
の
屋
根
に
は
、
し
ゃ

ち
を
載
せ
て
あ
り
ま
す
」と
言
う
と
、

面
白
い
と
感
じ
て
、
世
界
中
か
ら
見

に
来
る
。
ホ
モ
サ
ピ
エ
ン
ス
は
意
味

の
こ
じ
つ
け
で
で
き
た
文
化
を
面
白

が
る
動
物
な
ん
で
す
ね
。」

　

以
上
が
紹
介
記
事
で
す
が
、
文
明

と
文
化
の
違
い
が
お
判
り
い
た
だ
け

ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
を

一
日
も
早
く
収
束
さ
せ
、
係
る
日
本

人
の
感
性
と
新
し
い
知
能
を
有
す
る

わ
が
国
の
若
人
た
ち
の
手
に
よ
っ

て
、
地
球
上
に
持
続
可
能
な
社
会
が

実
現
す
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い

ま
す
。

（culture

）
は
ど
こ
が
違
う
の
か
と

言
え
ば
、
例
え
ば
、「
火
事
を
消
す
」

と
い
う
タ
ス
ク
が
あ
る
場
合
、「
文

明
」
で
は
消
火
器
で
消
す
。
文
明
の

利
器
で
す
。
地
球
上
ど
こ
の
社
会
で

も
火
は
消
火
器
で
消
せ
ま
す
。
文
明

は
普
遍
的
で
す
。
し
か
し
「
文
化
」

の
火
の
消
し
方
と
い
う
の
は
特
異
的

で
す
。
例
え
ば
お
城
の
屋
根
の
上
に

「
し
ゃ
ち
ほ
こ
」
を
載
せ
ま
す
。
し

ゃ
ち
ほ
こ
は
水
を
呼
ぶ
か
ら
防
火
の

対
策
に
な
る
と
思
っ
て
や
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
実
際
に
は
火
は
消
え
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
し
ゃ
ち
ほ
こ
を
屋

根
に
載
せ
る
こ
と
と「
火
が
消
え
る
」

こ
と
を
脳
内
で
結
び
付
け
て
い
る
集

団
が
日
本
列
島
に
た
し
か
に
い
た

（
い
る
）。
こ
の
不
思
議
な
意
味
の
結

び
付
け
状
態
こ
そ
が「
文
化
」で
す
。

よ
そ
の
集
団
か
ら
す
る
と
、
ま
こ
と

に
奇
妙
な
意
味
の
結
び
付
け
で
す

　

コ
ロ
ナ
が
始
ま
っ
て
３
回
目
の
お

正
月
を
迎
え
ま
し
た
が
、
ワ
ク
チ
ン

の
２
回
接
種
を
大
方
の
人
が
了
え

て
、
感
染
も
落
ち
着
い
て
き
た
か
と

思
っ
て
い
た
矢
先
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

が
猛
威
を
振
る
い
始
め
ま
し
た
。

　

100
年
に
１
度
と
言
わ
れ
る
コ
ロ
ナ

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
克
服
す
る
た
め

に
、
わ
が
国
で
は
３
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
繰
り
上
げ
て
進
め
ら
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
手
洗
い
、
う
が
い
の
励

行
と
３
密
を
避
け
る
日
常
生
活
を
心

が
け
る
と
共
に
、
経
済
に
配
慮
し
つ

つ
、
社
会
全
体
で
感
染
拡
大
防
止
に

努
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
大
学
母
校
の
機
関
紙
に
ち

ょ
っ
と
面
白
い
対
談
記
事
が
載
っ
て

い
ま
し
た
の
で
以
下
に
ご
紹
介
致
し

ま
す
。

「
文
明
（civilization

）
と
文
化

世
は
コ
ロ
ナ
禍
に
あ

る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
の
変
異
型
、

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
猛

威
を
ふ
る
う
第
六
波

の
渦
中
に
あ
る
。
一

昨
年
の
一
月
に
流
行
が
始
ま
っ
て
か

ら
二
年
以
上
に
な
る
が
、
一
向
に
終

息
す
る
気
配
が
な
い
▼
こ
の
間
、
世

界
で
は
約
４
億
人
が
感
染
し
、
約
五

八
〇
万
人
が
死
亡
し
て
い
る
。
日
本

で
は
か
な
り
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
る

も
の
の
、約
三
六
〇
万
人
が
感
染
し
、

約
二
万
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
▼
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と

呼
ば
れ
る
よ
う
な
大
流
行
を
も
た
ら

し
た
理
由
に
は
、
遺
伝
子
と
し
て
Ｄ

Ｎ
Ａ
で
は
な
く
、
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
持
つ
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
Ｒ
Ｎ
Ａ

は
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
よ
う
に
安
定
な
二
本
鎖

の
高
分
子
で
は
な
い
た
め
、
変
異
し

や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
日
本
で
も
流
行
し
た
ア
ル
フ
ァ

株
、
デ
ル
タ
株
の
よ
う
に
変
異
を
繰

り
返
し
て
、
ヒ
ト
の
免
疫
シ
ス
テ
ム

を
う
ま
く
す
り
抜
け
て
き
た
よ
う
だ

▼
も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
考
え
ら

れ
る
の
は
、
現
在
流
行
中
の
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
に
み
ら
れ
る
弱
毒
化
の
傾
向

で
あ
る
。
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
の
目
的

は
、
宿
主
の
体
内
で
増
殖
す
る
こ
と

に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
宿
主
で
あ

る
ヒ
ト
を
あ
ま
り
重
篤
化
さ
せ
る
の

は
自
身
の
繁
栄
に
と
っ
て
得
策
で
は

な
い
と
い
え
る
。
宿
主
と
共
存
す
る

こ
と
が
最
適
な
生
存
戦
略
な
の
だ
ろ

う
。
こ
の
ウ
ィ
ル
ス
は
、
そ
の
毒
性

を
弱
め
て
、
感
染
を
拡
大
し
つ
つ
、

人
類
と
の
共
存
の
道
を
探
っ
て
い
る

の
か
も
し
れ
な
い
▼
何
と
も
狡
猾
な

ウ
ィ
ル
ス
に
世
界
中
が
右
往
左
往
さ

せ
ら
れ
た
二
年
間
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
こ
の
よ
う
な
展
開
を
だ
れ
が

予
想
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
来
年
度

こ
そ
は
平
常
な
世
の
中
に
戻
る
こ
と

を
祈
る
ば
か
り
で
あ
る
。	

（
青
山
）

ご
挨
拶

学
校
長
　
松
岡
泰
之

コ
ロ
ナ
後
の
社
会

同
窓
会
第
五
代
会
長
　
伊
藤
勘
作

（
四
高
35
年
度
卒
）

　令和４年度総会を下記の通り開催
いたします。会員の皆様におかれま
しては、お誘い合わせの上、多数ご
参加くださいますようご案内申し上
げます。

終了後
◦抽選会のあと記念撮影

○付　記
◦会費期限切れの方には、振込用紙
を同封いたしました。会費納入に
ご協力下さい。
◦講演につきましては、一般に公開
しております。お知り合いで、ご
興味のあります方には、ご案内下
さい。

○問合せ
四日市高校同窓会館
TEL・FAX 059-365-3631
Eメール sikoukai@m2.cty-net.ne.jp
https://shiko-kai.com/

〈演題〉
「2022年、ローマクラブ・
レポート「成長の限界」50
周年を読み解く ー日本の
危機に気づき、四高生こそ
世界に羽ばたけ」

○記念講演（総会後）
〈講師〉

　 林 　 良 嗣 氏
（四高43年度卒）

中部大学卓越教授・名古屋大学名誉教
授、ローマクラブ執行委員・日本代表

○日　時

13時30分受付/14時00分開会
令和４年６月４日（土）

○場　所
四日市商工会議所
１階 ホール

令和４年度
総会のご案内
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再
延
期
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
テ
ィ
ー

パ
ー
テ
ィ
ー
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
3
年
11
月
6
日（
土
）、
6
月

よ
り
延
期
さ
れ
た
、
令
和
3
年
度
総

会
が
四
日
市
商
工
会
議
所
に
お
い
て

34
名
の
参
加
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

伊
藤
会
長
か
ら
は
コ
ロ
ナ
打
開
・

景
気
回
復
に
向
け
て
の
意
気
込
み
を

伺
い
ま
し
た
。
松
岡
校
長
か
ら
は
近

鉄
線
か
ら
見
え
る
懸
垂
幕
を
ご
紹
介

い
た
だ
き
、
在
校
生
の
作
成
し
た
母

校
紹
介
動
画
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
続
い
て
藤
原
副
会
長
を
司
会

に
、
森
常
任
理
事
が
議
長
を
務
め
、

議
事
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

尚
、
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
林
良

嗣
先
生
の
講
演
は
来
年
度
総
会
へ
と

〇
第
一
号
議
案

　

令
和
2
年
度
事
業
報
告

〇
第
二
号
議
案

　

令
和
2
年
度
会
計
報
告

〇
第
三
号
議
案

　

令
和
3
年
度
事
業
計
画

〇
第
四
号
議
案

　

令
和
3
年
度
予
算

以
上
を
審
議
し
、承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
３
年
度

四
日
市
高
校
同
窓
会
総
会
報
告

2021年11月６日
四日市商工会議所

議
　
　
事

科　　　目 摘　　　要 決算額 予算額
Ⅰ．収入の部
① 事業収入 会館使用料 54,200 50,000
② 受取寄付金収入 同窓会より 2,500,000 2,500,000
③ 修繕引当資産取崩収入 定期預金取崩 4,700,690 4,700,690
④ 雑     収     入 施設利用料、利息等 21,178 11,501

合　　計 7,276,068 7,262,191
Ⅱ．支出の部
① 事業費・管理費支出 7,246,109 7,729,000
　 会議費支出 会議等 0 80,000
　 講演開催費支出 講演会 0 120,000
　 地元協力費支出 十四川の桜管理 50,000 50,000
　 消耗品費支出 備品、コピー機・事務諸経費 199,460 250,000
　 修繕費支出 会館塗装・防水工事他 5,958,960 6,000,000
　 光熱水料費支出 電気、水道、ガス 367,149 420,000
　 保険料支出 火災保険料 23,510 25,000
　 租税公課支出 固定資産税、県・市税等 436,200 500,000
　 清掃費支出 環境整備等 103,000 120,000
　 支払負担金支出 商工会議所会費 14,000 14,000
　 雑費支出 証明書発行等 93,830 150,000
② 予備費支出 0 100,000

合　　計 7,246,109 7,829,000
Ⅲ．当年度収支差額 29,959 △ 566,809
Ⅳ．前年度繰越収支差額 887,809 887,809
Ⅴ．次年度繰越収支差額 917,768 321,000

四日市高校同窓会　令和２年度 収支決算書
（令和２年４月１日 ～ 令和３年３月31日）

一般財団法人四高会　令和２年度 収支決算書
（令和２年４月１日 ～ 令和３年３月31日）

項　　　目 細　　目 摘　　　　　　要 決　算　額 予　算　額
① 同 窓 会 収 入 7,942,200 7,900,000

入 会 金 全日制　1,800円×984人 1,771,200 1,800,000
同 窓 会 費 終身（20000） 304 6,080,000

10年（10000） 0
５年（5000） 1 5,000
３年（3000） 1 2,000
１年（1000） 84 84,000 6,171,000 6,100,000

② 雑 収 益 名簿広告還元金、利子・その他 460,608 9,042
③ 前 期 繰 越 金 1,250,958 1,250,958

合　　　　計 9,653,766 9,160,000

項　　　目 細　　目 摘　　　　　　要 決　算　額 予　算　額
① 運 営 費 1,504,722 1,600,000

給 与 給料、手当 1,030,000 1,100,000
事 務 備品購入、印刷、事務用品等、諸経費 294,165 300,000
通 信 電話、郵便、インターネット関連費 180,557 200,000

② 会 議 費 86,950 280,000
総 会 会場費、総会景品代 76,950 200,000
理 事 会 会場費 6,160 70,000
常 任 理 事 会 会場費、会議費 3,840 10,000

③ 事 業 費 2,278,663 2,400,000
会 報 会報印刷及び発送費 1,114,113 1,200,000
学 校 活 動 助 成 金 懸垂幕昇降機寄贈、激励金 1,164,550 1,200,000

④ 四高会拠出金 （一財）四高会への寄付金 2,500,000 2,500,000
⑤ 積 立 金 1,600,000 1,900,000
⑥ 予 備 費 0 150,000
⑦ 次 期 繰 越 金 1,683,431 330,000

合　　　　計 9,653,766 9,160,000次年度繰越収支差額 917,768

前年度末 4,700,690
今年度取崩額 △ 4,700,690
今年度末 0

百五銀行富田駅前支店普通預金 単位：　円

修繕引当資産（百五銀行富田駅前支店定期預金） 単位：　円 百五銀行富田駅前支店普通預金 単位：円
次年度繰越金 1,683,431
令和２年度卒業生 同窓会費 預り金 6,860,000
今年度末 8,543,431

特別会計積立金（百五銀行富田駅前支店定期預金） 単位：円
前　年　度　末 57,817,467
今 年 度 積 立 金 1,600,000
利　　　　　子 4,615
今　年　度　末 59,422,082

単位：円 単位：円〔収入の部〕

単位：円〔支出の部〕

総会風景

総会出席者の皆さん
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大
平
桃
嘉
、岡
田
祥
弥
、川
又
結
月
、

木
立
実
里
、
黒
川
壮
梧
、
小
粥
咲
、

田
島
壮
輔
、谷
槙
之
輔
、千
葉
俊
介
、

徳
山
裕
記
、中
島
彩
夢
、西
川
晃
太
、

羽
木
遥
香
、畑
中
源
喜
、花
田
彩
未
、

濱
地
卓
峰
、
早
川
直
宏
、
林
奏
希
、

伴
茅
咲
希
、東
浦
杏
奈
、東
川
颯
平
、

廣
瀨
了
哉
、藤
巻
菜
々
、藤
本
拓
也
、

古
田
梨
紗
、松
浦
舞
帆
、馬
渡
宗
志
、

三
田
村
和
樹
、宮
下
響
、山
本
大
幹
、

山
本
留
実
、吉
田
優
人
、天
野
恵
輔
、

伊
谷
紗
弥
、
市
川
悠
太
郎
、
小
野
莉

玖
土
、
神
谷
野
々
花
、
河
合
航
平
、

北
山
果
奈
、久
留
原
和
樹
、曽
我
萌
々

子
、
谷
川
及
哉
、
中
尾
莉
子
、
中
川

舞
雪
、
仲
代
壮
良
、
中
易
美
月
、
夏

梅
宙
、
南
海
健
人
、
西
村
美
乃
里
、

西
村
凜
、
服
部
晃
希
、
藤
田
珠
希
、

米
花
歩
夢
、
前
川
文
哉
、
南
琴
葉
、

森
田
和
真
、山
田
め
み
、山
本
愛
瑠
、

石
原
圭
人
、
伊
藤
碧
、
上
田
望
友
、

内
田
彩
希
、
勝
井
涼
平
、
加
藤
日
向

菜
、
髙
橋
直
也
、
長
谷
川
光
、
堀
木

優
成
、
前
田
早
慧
、
水
谷
暉
、
水
谷

伊
吹
、
水
谷
光
希
、
本
巢
壮
秀
、

酒
井
弘
志
、
歌
井
高
志
、
岡
健
太
、

後
藤
純
一
、
土
井
章
平	

（
248
名
）

北
茉
於
、
北
澤
篤
、
鯉
登
啓
臣
、
齋

藤
孝
智
、
齋
藤
妃
華
、
坂
口
健
真
、

佐
藤
萌
奈
、
杉
山
恭
子
、
髙
橋
幸
太

郎
、
田
端
風
雅
、
冨
田
晋
也
、
豊
田

陽
菜
、
中
津
文
希
、
長
戸
美
結
、
橋

爪
彩
衣
里
、星
野
健
一
、松
浦
真
志
、

三
林
鈴
、
宮
嶋
宏
香
、
三
輪
翔
真
、

森
陽
香
、
山
中
理
央
、
山
原
愛
理
、

横
山
美
優
、若
杉
直
哉
、若
山
以
実
、

荒
木
美
有
、有
村
大
樹
、井
岡
亜
優
、

市
原
萌
々
香
、
鵜
野
大
貴
、
太
田
風

香
、
岡
本
隆
暉
、
加
藤
栄
介
、
兼
佳

乃
、
神
森
柚
妃
、
川
北
知
穂
、
北
川

翔
大
、
黒
田
尚
希
、
桑
原
惟
人
、
榊

原
康
太
、
佐
藤
見
咲
、
末
廣
幸
葉
、

須
川
莉
名
、高
橋
佑
季
、田
中
亮
真
、

谷
口
航
基
、
辻
彩
乃
、
富
島
雄
也
、

友
保
翔
大
郎
、
中
尾
彩
花
、
久
田
千

夏
、
平
尾
滉
規
、
福
井
俊
哉
、
古
瀬

蒼
真
、
水
谷
真
大
、
水
谷
由
宇
、
宮

崎
竜
、
桃
井
翼
、
山
﨑
涼
雅
、
山
中

壯
真
、
山
本
悠
生
、
弓
場
絢
介
、
青

木
慎
ノ
助
、石
井
陽
菜
、伊
藤
直
輝
、

稲
冨
巧
実
、稲
見
聡
太
、臼
井
智
哉
、

小
原
一
乃
、片
岡
空
也
、加
藤
拓
真
、

加
藤
ひ
ろ
な
、
栗
本
翔
太
郎
、
黒
田

真
菜
、
黒
田
凜
子
、
小
林
史
佳
、
斎

藤
智
揮
、
委
文
優
衣
、
清
水
和
花
、

上
平
翔
太
郎
、
鈴
木
皐
太
、
多
田
真

莉
奈
、
田
中
青
空
、
近
田
雅
尚
、
筑

田
寛
大
、
友
成
和
輝
、
中
井
亜
美
、

服
部
倖
、
久
安
舞
、
藤
井
海
帆
、
古

市
大
恵
、前
岨
悠
華
、益
田
菜
々
望
、

松
永
萌
、
麦
島
頼
太
、
森
今
日
子
、

山
村
陸
人
、𠮷
岡
真
志
、若
山
維
吹
、

和
田
駿
佑
、
和
田
宗
二
郎
、
浅
井
陸

翔
、
安
藤
三
菜
、
飯
田
さ
く
ら
、
池

内
公
大
、
石
原
恵
多
、
石
原
爽
、
市

川
凌
雅
、
伊
藤
祐
平
、
伊
藤
柚
穂
、

大
崎
知
樹
、
岡
駿
佑
、
勝
原
茜
子
、

加
藤
弓
茉
、
川
口
哲
平
、
川
出
帆
乃

佳
、
喜
多
亜
美
、
國
分
梨
聖
、
小
林

承
太
郎
、
佐
藤
沙
羅
、
佐
藤
明
暉
、

佐
藤
唯
佳
、
武
田
瑞
月
、
舘
直
輝
、

豊
田
亮
太
、中
野
大
翔
、成
清
愛
架
、

西
村
斗
公
土
、西
山
充
、樋
口
稜
真
、

松
谷
俊
哉
、
山
羽
葵
、
山
本
愛
梨
、

横
山
令
、
吉
原
俊
、
阿
久
津
瑠
希
、

東
大
貴
、
池
村
悠
希
、
伊
藤
大
知
、

伊
藤
明
純
、今
村
淳
暉
、相
可
健
斗
、

五
十
嵐
康
陽
、
石
井
茜
、
石
川
陸
、

石
橋
宗
太
郎
、
宇
都
宮
陽
奈
、
大
橋

桜
花
、
大
洞
柊
菜
子
、
大
山
詠
未
、

岡
田
伊
織
、岡
林
範
紘
、岡
村
隆
洋
、

加
藤
伶
奈
、
川
本
愛
幸
、
栗
本
菜
々

美
、
近
藤
亜
伎
子
、
澁
谷
太
陽
、
清

水
谷
真
緒
、千
田
航
、田
中
萌
乃
香
、

辻
村
沙
知
、土
井
遥
香
、戸
﨑
夏
帆
、

中
千
代
穂
香
、
中
山
咲
希
、
長
谷
川

弓
起
、
福
原
愛
望
、
藤
井
花
音
、
古

市
愛
、
松
嶌
千
明
、
松
久
登
生
、
水

谷
公
香
、水
谷
乃
々
佳
、三
原
静
香
、

村
上
遥
都
、
森
綸
菜
、
柳
田
新
太
、

山
﨑
惟
月
、山
本
彩
加
、山
本
隆
樹
、

池
戸
萌
、
伊
藤
香
帆
、
伊
藤
敬
吾
、

今
岡
鈴
音
、岩
下
真
楓
、臼
井
絢
香
、

内
田
陽
菜
、
太
田
早
耶
、
大
平
奈
津

美
、
岡
田
向
日
葵
、
岡
田
茉
桜
、
加

藤
菜
々
子
、加
藤
芽
生
、北
谷
優
衣
、

佐
藤
碧
海
、
椎
村
優
紀
、
清
水
諄
、

下
村
宏
太
朗
、
新
間
桃
花
、
鈴
木
翔

太
、
髙
井
颯
茉
、
髙
橋
優
斗
、
寺
田

祥
真
、
渡
海
奈
那
子
、
豊
田
直
央
、

内
藤
美
海
、
中
尾
祥
子
、
服
部
大
二

郎
、
濱
口
京
香
、
早
川
由
乃
、
日
置

真
代
、
藤
井
海
斗
、
前
岨
悠
菜
、
巳

上
小
楽
咲
、
水
谷
祐
一
朗
、
三
輪
菜

月
、
森
島
徹
、
森
本
栞
名
、
山
口
真

愛
、
青
野
菜
々
瀬
、
伊
藤
花
倫
、
伊

藤
瑠
有
斗
、上
田
杏
奈
、内
田
詢
乃
、

勝
真
悠
、
近
藤
由
依
、
佐
藤
茉
奈
、

豊
田
翔
太
朗
、
中
西
咲
月
、
日
紫
喜

麻
衣
、
松
嶌
太
洋
、
安
田
悠
季
乃
、

浅
野
結
衣
、芦
生
陽
紀
、足
立
瑶
太
、

乾
こ
の
み
、
宇
野
優
大
、
大
橋
周
、

大
平
清
香
、
金
川
拓
樹
、
堺
萌
絵
、

城
克
次
朗
、須
藤
ひ
な
た
、岨
伸
明
、

高
橋
紘
喜
、
中
津
遼
星
、
中
野
颯
、

中
森
千
夏
良
、
生
川
志
穂
子
、
布
尾

颯
一
朗
、
俣
野
健
太
、
松
尾
春
希
、

水
谷
太
一
、
森
晴
子
、
森
岡
優
斗
、

山
際
涼
太
、渡
邉
真
菜
、石
井
莉
遠
、

石
濱
宏
樹
、市
森
可
那
子
、稲
富
舜
、

上
川
純
平
、
江
藤
元
宥
、
大
久
保
翔

太
、
岡
志
信
、
奥
平
桃
子
、
鍛
治
侑

果
、
柏
木
愛
生
、
金
森
桂
太
郎
、
川

第
13
回　新春の候、皆さまには益々お元気のことと存じます。

　さて、下記のとおり「令和４年 関西四高会」を計画いたしました。今回より50
歳以上という対象を無くし、より多くの方に参加いただけるように致しました。多
くの皆さまのご参加をお待ちしております。
◇開催日時　令和４年９月23日（祝・金）12時～14時
　　　　　　　受付開始 11時00分　※集合写真撮影は11時45分～
◇参加対象の方　卒業生（富中、四女、北女、四高、通信）
関西地区に現在お住まいやご勤務されている方、過去にお住まい・ご勤務され
ていた方、関西地区の大学等を卒業された方、等々、関西に所縁や想いのある
方　※四日市市在住の方も大歓迎です。

◇場所　都ホテル尼崎（電話06-6488-7777）
　　　　　阪神尼崎駅より徒歩６分　ＪＲ尼崎駅より車で５分
◇会費　一般 8,500円、　学生 7,000円
　出席のご連絡は、以下①・②・③いずれかの方法で８月31日までにお願いいた
します。
①ご案内はがきの返信用はがきに記入の上、FAXで送信または郵送　FAX番号06-
4967-9155
②メールで連絡　tomoaki1801@icloud.com	まで。メールタイトルに「関西四
高会」と記入のこと。
③幹事　北村公亮（昭和50年度卒）、佐藤浩・まり子（昭和57年度卒）まで直接連絡
090-4262-8704		（北村公亮）、090-1405-0586（佐藤まり子〔旧姓	吉川〕）
※お申込の場合は、ご住所・お名
前・卒業年度をお知らせくださ
い。
※ご案内はがきを受け取ったこと
のない方で送付ご希望の方は、
住所・お名前・連絡先（TEL）
を幹事までお知らせください。

令
和
３
年
度
会
費
納
入
者

（
敬
称
略
）

　

同
窓
会
の
事
業
は
す
べ
て
会
費
に
よ

り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
報
の
送
付

な
ど
も
、
財
政
上
の
理
由
か
ら
会
費
を

納
め
た
方
だ
け
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
納
入
が
ま
だ
お
済
み
で

な
い
場
合
に
は
、
是
非
お
早
め
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
納
入
金
額

　

終
身
会
費　
　
　
　
　
　
　

２
万
円

　

毎
年
納
入
の
場
合 

年
会
費 

１
千
円

◆
納
入
方
法

①
郵
便
振
替

　

口
座
番
号 

０
０
８
２
０

−

8

−

６
３
６
７

　

三
重
県
立
四
日
市
高
校
同
窓
会

※
専
用
の
振
込
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
連
絡
下
さ
れ
ば
送
付
い
た
し
ま
す
。

②
現
金
書
留

　

会
館
迄
ご
送
金
下
さ
い
。

《
お
問
い
合
わ
せ
は
同
窓
会
館
ま
で
》

　

０
５
９

−

３
６
５

−

３
６
３
１

　

sikoukai@
m
2.cty-net.ne.jp

会
費
納
入
の
お
願
い

　

恒
例
の
「
四
高
同

窓
会
第
13
回
銀
城
親

睦
ゴ
ル
フ
大
会
」
は

去
る
令
和
３
年
11
月

４
日（
木
）に
四
日
市

カ
ン
ツ
リ
ー
俱
楽
部

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
男
子
49

名
、
女
子
３
名
の
総

勢
52
名
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
絶
好

の
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ

ゴ
ル
フ
を
満
喫
い
た
だ
き
ま
し
た
。
優
勝
者
は
男
子
の
部

が
山
下
晃
さ
ん
（
Ｓ
36
年
度
卒
）、
女
子
の
部
が
今
谷
香

さ
ん
（
Ｓ
47
年
度
卒
）
で
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
愛
好
家
の
皆
さ
ん
は
次
回
令
和
４
年
11
月
10
日

（
木
）も
奮
っ
て
ご
参
加
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

銀
城
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

関西四高会のお知らせ

会
館
だ
よ
り

◦
副
会
長
種
橋
潤
治
氏
（
四
高
43
）
が
令
和
三
年
度

秋
の
叙
勲
に
お
き
ま
し
て
旭
日
小
綬
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◦
永
年
に
亘
り
常
任
理
事
と
し
て
同
窓
会
運
営
に
ご

尽
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
長
谷
川
正
統
氏
（
四
高

38
）
が
昨
秋
11
月
に
、
ま
た
金
子
和
生
氏
（
四
高

37
）が
今
年
１
月
に
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

◦
四
高
35
年
度
卒	

四
高
三
六
ゴ
ル
フ
会
様
よ
り	
	

１
５
５
０
０
０
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
住
所
変
更
の
折
に
は
会
館
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

電
話
・
メ
ー
ル
・
Ｈ
Ｐ
お
問
い
合
わ
せ
の
い
ず
れ
か
か
ら

お
願
い
い
た
し
ま
す
。	

（
小
林
）

男女優勝者と会長

2019.9.30　ホテルグランヴィア大阪
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夜
行
列
車
で
修
学
旅
行

　

私
達
67
年
前
の
修
学
旅
行
は
、
夜

行
列
車
で
車
中
泊
を
含
め
て
、
３
泊

４
日
、
東
京
・
箱
根
・
日
光
の
旅
で

し
た
。

　

最
初
の
目
的
地
、
東
京
ま
で
の
車

中
８
時
間
は
、
睡
眠
に
当
て
た
大
切

な
時
間
な
の
で
す
が
、
そ
う
は
ま
い

り
ま
せ
ん
。
眠
っ
て
い
る
人
は
皆
無

と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

　

引
率
の
先
生
方
も
交
え
て
お
喋
り

が
弾
み
楽
し
い
談
話
室
と
な
り
ま
し

た
。

　

そ
う
で
し
た
‼
私
達
憧
れ
の
独
身

男
性
の
Ｋ
先
生
と
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

の
可
愛
い
Ｍ
子
さ
ん
の
、
ロ
マ
ン
ス

が
芽
生
え
た
の
で
し
た
。

　

羨
ま
し
い
け
ど
、
み
ん
な
で
応
援

し
ま
し
た
。

　

待
ち
き
れ
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に

卒
業
式
を
終
え
る
や
否
や
、
４
月
に

お
二
人
は
ゴ
ー
ル
イ
ン
。

　

18
歳
の
可
愛
い
花
嫁
さ
ん
が
誕
生

し
た
の
で
す
。

　

め
で
た
し
、め
で
た
し
‼
で
し
た
。

　

草
い
き
れ 

恋
に
逡
巡

　
　
　

な
か
り
し
頃	

弘
子

　

渾
名
で
呼
ぶ 

昔
の
仲
間

　
　
　

赤
の
ま
ま	

弘
子

東
京
桜
菜
会

　

四
日
市
高
校
28
年
度
卒
の
同
窓
会

は
、「
桜
菜
会
」
と
言
い
ま
す
。

　

毎
年
校
庭
脇
の
十
四
川
堤
に
咲
く

桜
と
菜
の
花
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
池

内
（
後
藤
）
定
雄
先
生
が
名
付
け
て

下
さ
い
ま
し
た
。

　

年
１
回
の
総
会
は
、
お
互
い
の
健

康
を
喜
び
、
昔
話
、
四
方
山
話
に
興

じ
る
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
す
。

　

そ
の
桜
菜
会
を
基
に
「
東
京
桜
菜

会
」
を
渡
部
成
也
さ
ん
、
福
岡
昭
男

さ
ん
、
舘
親
光
さ
ん
達
が
立
ち
上
げ

て
下
さ
っ
た
の
で
す
。

　

最
初
「
関
東
桜
菜
会
」
と
命
名
さ

れ
た
の
で
す
が
、
反
社
会
的
集
団
の

イ
メ
ー
ジ
あ
り
と
の
意
見
が
出
て
改

名
し
た
の
で
し
た
。

　

東
京
・
神
奈
川
・
千
葉
・
埼
玉
在

住
の
会
員
が
メ
ン
バ
ー
で
す
。

　

東
京
桜
菜
会
は
年
１
回
定
例
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
が
、
何
よ
り
の
楽
し

み
は
「
四
日
会
」
で
す
。
四
日
市
に

因
み
毎
月
４
日
の
４
時
（
の
ち
に
14

時
）、
い
つ
も
同
じ
場
所
、
連
絡
無

し
の
自
由
参
加
と
い
う
、
お
お
ら
か

な
同
窓
会
で
す
。

　

思
い
っ
き
り
故
郷
の
言
葉
で
語
り

飲
ん
だ
り
、
食
べ
た
り
、
笑
っ
た
り

で
す
。

　

旅
行
の
相
談
、
ゴ
ル
フ
の
打
ち
合

わ
せ
、
メ
ン
バ
ー
の
近
況
な
ど
、
あ

っ
と
い
う
間
に
３
時
間
が
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

こ
の
２
年
間
、
コ
ロ
ナ
禍
で
集
会

は
お
休
み
で
す
が
、
再
開
が
待
ち
遠

し
い
此
の
頃
で
す
。

伊
藤
亘
行
氏
に
初
見

そ
し
て
再
見清　

水
　
正
　
明

（
四
高
42
年
度
卒
）

木
　
村
　
弘
　
子
（
旧
姓
・
津
田
）

（
四
高
28
年
度
卒
）

　

平
成
元
年
10
月
７
日
、
私
は
初
め

て
、四
日
市
出
身
の
伊
藤
亘
行
氏（
１

９
２
１
～
２
０
０
２
）
に
お
会
い
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

私
の
担
当
す
る
「
文
化
展
望
四
日

市
」
第
７
号
の
記
事
「
人
物
登
場　

訪
問
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
で
「
声
楽
家

　

伊
藤
亘
行
氏
」
を
東
京
に
訪
問
す

る
こ
と
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。

　

当
時
伊
藤
氏
は
東
京
芸
術
大
学
を

退
官
と
同
時
に
同
大
学
名
誉
教
授
に

就
任
さ
れ
る
一
方
、
東
京
都
本
郷
の

尚
美
学
園
短
期
大
学
教
授
に
就
か
れ

て
い
た
。
そ
の
尚
美
学
園
内
バ
リ
オ

ホ
ー
ル
応
接
室
で
待
っ
て
お
ら
れ
た

長
身
の
伊
藤
氏
に
爽
や
か
な
笑
顔
で

迎
え
ら
れ
、
緊
張
気
味
の
私
は
ホ
ッ

と
し
た
覚
え
が
あ
る
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
は
「
文
化
展

望
四
日
市
」
第
７
号
を
ご
覧
い
た
だ

く
と
し
て
、
音
楽
の
話
し
と
な
る
と

旧
制
富
中
出
身
の
伊
藤
氏
は
、
一
流

声
楽
家
と
し
て
の
威
厳
と
い
う
か
、

尊
大
さ
は
微
塵
も
な
く
、
丁
寧
に
解

り
易
く
、
ま
た
時
に
は
懐
か
し
そ
う

な
面
持
ち
で
応
対
さ
れ
た
こ
と
を
思

い
出
す
。

　

特
に
我
ら
が
故
郷
、
白
砂
青
松
の

つ
づ
く
生
家
近
く
の
富
田
浜
海
岸
で

の
発
声
練
習
や
、
寒
風
の
吹
き
す
さ

ぶ
破
れ
校
舎
に
も
め
げ
ず
熱
心
に
歌

う
児
童
ら
の
健
気
さ
に
は
ひ
と
し
お

奮
い
立
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

　

そ
の
た
め
、
戦
後
間
も
な
く
、
各

校
で
校
歌
作
り
が
盛
ん
に
な
り
、
伊

藤
氏
が
作
曲
を
依
頼
さ
れ
て
も
、
声

楽
家
の
自
分
は
断
れ
切
れ
ず
に
何
校

も
作
っ
て
き
た
。
幸
い
に
も
四
日
市

に
は
山
口
誓
子
さ
ん
、
大
木
惇
夫
さ

ん
な
ど
の
作
詞
で
児
童
ら
に
相
応
し

い
歌
詞
も
多
く
、
曲
付
け
も
し
甲
斐

が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
た
。

　

一
方
の
「
四
日
市
市
歌
」
で
は
、

佐
佐
木
信
綱
さ
ん
作
詞
の
歌
詞
を
見

た
と
き
、「
わ
が
四
日
市　

大
四
日

市
」
が
大
き
な
軸
に
な
っ
て
い
た
わ

け
で
、
こ
れ
が
曲
を
作
る
上
で
大
き

な
助
け
に
な
っ
た
わ
け
で
す
、
と
大

袈
裟
に
立
ち
上
が
ら
れ
た
様
子
が
目

に
浮
ん
で
く
る
。

　

戦
後
の「
毎
日
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
声
楽
部
門
で
一
位
特
賞
受
賞
後
は

多
く
の
オ
ペ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
で
ソ
リ

ス
ト
を
務
め
、カ
ラ
ヤ
ン
指
揮
の「
第

九
」
で
は
Ｎ
響
と
も
ど
も
日
本
縦
断

コ
ン
サ
ー
ト
を
す
る
な
ど
大
い
に
我

が
国
を
興
奮
の
坩
堝
に
誘
い
込
ん
だ

伊
藤
氏
は
、
訪
問
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

終
え
る
に
当
っ
て
、「
あ
る
ひ
と
つ

の
大
き
な
も
の
が
で
き
る
と
い
う
レ

ベ
ル
ま
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
」

と
、
四
日
市
の
音
楽
現
状
を
予
測
さ

れ
て
か
ら
今
日
ま
で
、
伊
藤
氏
と
は

再
び
会
う
機
会
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
平
成
が
去
っ
て
令
和
３

年
２
月
の
「
伊
藤
亘
行
さ
ん
生
誕
100

年
を
祝
う
集
い
」
で
は
、
在
り
し
日

の
伊
藤
氏
を
偲
ぶ
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
写

真
な
ど
を
親
類
縁
者
や
音
楽
仲
間
か

ら
語
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
伊
藤
氏

に
再
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、

コ
ロ
ナ
禍
と
は
い
え
、
市
民
に
と
っ

て
も
大
い
な
る
至
福
の
時
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

　

昨
年
2
月
6
日
、「
伊
藤
亘
行

さ
ん
生
誕
100
年
を
祝
う
集
い
」
が

四
日
市
市
文
化
会
館
第
３
ホ
ー
ル

で
催
さ
れ
ま
し
た
。
四
日
市
地
域

ゆ
か
り
の
「
郷
土
作
家
」
顕
彰
事

業
委
員
会
会
長
志
水
（
清
水
）
氏

を
中
心
に
、
旧
制
富
田
中
学
校
第

36
回
卒
で
東
京
音
楽
学
校
（
現
東

京
芸
術
大
）
へ
進
学
、
オ
ペ
ラ
歌

手
と
な
ら
れ
た
伊
藤
氏
の
足
跡
を

追
い
、
四
日
市
市
歌
や
多
く
の
校

歌
を
残
す
等
、
郷
土
の
音
楽
振
興

に
貢
献
さ
れ
た
姿
を
振
り
返
り
ま

し
た
。
会
中
で
は
服
部
八
州
宏
氏

（
四
高
30
）、
丹
羽
伸
也
氏
（
四
高

55
）
が
伊
藤
氏
作
曲
作
品
を
披
露

さ
れ
ま
し
た
。

伊
藤
亘
行
さ
ん

生
誕
100
年
を
祝
う
集
い伊藤亘行氏

若かりし頃会の風景服部さん斉唱

祝う集いに合わせて刊行された
四日市「うたものがたり」オペラ歌手 伊藤亘行の青春
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し
め
し
め
と
思
っ
て
い
た
ら
、
あ
る

生
徒
か
ら
「
こ
こ
と
こ
こ
の
つ
な
が

り
の
説
明
が
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
」
と
本
質
的
な
指
摘
を
受
け
ま
し

た
。
職
員
室
で
の
会
話
か
と
思
う
ほ

ど
で
し
た
。
傍
か
ら
見
れ
ば
ど
ち
ら

が
先
生
か
分
か
ら
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
。
ま
た
、
研
究
授
業
で
は
予
想
外

の
こ
と
が
い
く
つ
も
起
こ
り
、
焦
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
場
で
は
何

事
も
な
か
っ
た
よ
う
な
顔
で
切
り
抜

け
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
授
業
後
に

「
小
久
保
先
生
、
め
っ
ち
ゃ
緊
張
し

て
ま
し
た
ね
。」
と
笑
わ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
生
徒
に
ご
ま
か
し
は
効

か
な
い
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
四
高
は
先
生
も
生
徒
も

様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
、
様
変
わ

に
つ
い
て
で
す
。
社
会
人
と
し
て
の

根
性
を
叩
き
直
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら

始
ま
り
、「
な
ぜ
教
員
に
な
り
た
い

の
か
？
」「
教
科
を
通
し
て
何
を
教

え
た
い
の
か
？
」
と
い
っ
た
こ
と
を

十
分
に
考
え
ら
れ
て
い
な
い
と
ご
指

摘
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
生
徒
と
の
対
話
の
中
で
の

気
付
き
に
つ
い
て
で
す
。
生
徒
に
自

分
の
授
業
が
ど
う
だ
っ
た
か
意
見
を

聞
い
た
時
に
、「
難
し
か
っ
た
け
ど
、

面
白
か
っ
た
」
と
言
っ
て
も
ら
い
、

　

６
月
の
３
週
間
、
教
育
実
習
生
と

し
て
４
年
ぶ
り
に
四
高
の
先
生
方
の

ご
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
五
輪
前
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

猛
威
を
振
る
う
中
、
県
外
か
ら
４
人

の
実
習
生
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け

た
こ
と
に
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
こ
こ
で
は
実
習
に
つ
い
て
先
生

方
の
こ
と
、
生
徒
の
こ
と
、
四
高
の

変
化
の
こ
と
の
３
つ
、
お
話
し
し
よ

う
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
先
生
方
か
ら
学
ん
だ
こ
と

て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
（
行
政
）
で
勤
務
し

た
際
は
、
学
校
関
係
者
が
少
な
い
市

役
所
の
ビ
ル
の
中
で
、
ア
ウ
ェ
ー
を

強
く
感
じ
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
も
同

級
生
が
い
て
く
れ
た
の
で
と
て
も
心

強
か
っ
た
で
す
し
、
ま
た
、
学
校
現

場
に
戻
る
と
、
同
じ
管
理
職
に
も
同

級
生
が
い
て
、
相
談
し
合
う
こ
と
で

安
心
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
で
す
。

　

異
動
す
る
度
に
様
々
な
地
域
へ
赴

任
し
ま
し
た
。職
員
室
は
も
と
よ
り
、

ど
こ
の
地
域
に
も
同
級
生
や
先
輩

方
、
後
輩
の
み
な
さ
ん
と
の
つ
な
が

り
が
あ
り
、
自
分
を
支
え
て
く
れ
て

い
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
そ
う
し

た
つ
な
が
り
は
、四
日
市
高
校
の「
伝

統
」
だ
け
で
な
く
、「
情
熱
」
や
「
ま

ご
こ
ろ
」
に
よ
っ
て
保
た
れ
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

四
日
市
高
校
に
お
け
る
財
産
は
、

多
く
の
友
人
に
恵
ま
れ
た
こ
と
で

す
。
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
し
て
、
部
活

動
の
仲
間
と
し
て
、
そ
れ
以
外
の
活

動
に
お
い
て
も
、
た
く
さ
ん
の
人
と

出
会
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
友
人
た

ち
は
、
卒
業
し
て
40
年
以
上
経
っ
た

今
も
、
自
分
を
励
ま
し
、
支
え
て
く

れ
る
存
在
と
し
て
続
い
て
い
ま
す
。

中
で
も
吹
奏
楽
部
の
仲
間
、
そ
れ
も

男
ば
か
り
８
人
の
集
ま
り
は
毎
年
欠

か
さ
ず
続
い
て
お
り
、
ま
っ
た
く
違

う
職
業
で
あ
る
の
で
、
情
報
を
交
換

し
た
り
、
想
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ

た
り
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
音
楽
の
道
を
目
指
し
、
実
際

に
音
楽
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。
そ

ん
な
生
徒
は
ご
く
一
部
で
あ
り
、
な

か
な
か
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
の
も
事

実
で
す
。
そ
う
し
た
際
に
、理
解
し
、

一
目
置
い
て
く
れ
た
仲
間
が
い
て
く

れ
た
こ
と
が
、
と
て
も
心
の
支
え
に

な
り
ま
し
た
。
仲
間
だ
け
で
な
く
先

生
方
の
中
に
も
、
私
を
認
め
て
見
守

っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。当
時
も
そ
う
で
し
た
が
、

む
し
ろ
今
の
方
が
感
謝
の
思
い
を
強

く
持
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
卒
業
後
は
中
学
校
の
教
師
と

な
り
、
た
く
さ
ん
の
生
徒
と
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
。
な
か
な
か
良
い
教
師

に
は
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
分

が
感
謝
し
て
い
る
高
校
時
代
の
経

験
、「
認
め
て
く
れ
る
人
が
い
る
こ

と
が
心
を
強
く
し
て
く
れ
る
」
こ
と

を
、
可
能
な
限
り
意
識
し
て
生
徒
に

接
し
て
き
ま
し
た
。
管
理
職
と
な
っ

た
今
も
、
職
員
に
対
し
て
、
同
じ
よ

う
に
「
認
め
る
」
こ
と
を
大
切
に
し

教
え
子
と
し
て
の
四
高
生

支
え
て
く
れ
る
心
強
い
存
在

小
久
保
　
竜
　
也

（
四
高
Ｈ
29
年
度
卒
）

丹
　
羽
　
伸
　
也

（
四
高
55
年
度
卒
）

四
高
通
信
の
思
い
出

道
　
藤
　
由
　
一

（
通
信
制
Ｈ
18
年
度
卒
）

　

私
が
何
故
通
信
制
に
入
学
し
た
か

か
ら
記
述
し
ま
す
。

　

末
子
の
娘
が
中
学
校
で
い
じ
め
が

あ
っ
た
か
保
健
室
登
校
を
し
て
お
り

心
療
内
科
へ
お
世
話
に
な
り
、
教
室

で
の
授
業
が
受
け
ら
れ
な
く
普
通
校

へ
の
進
学
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
通
信
制
で
あ
れ
ば
登
校
し
な
く
て

済
む
だ
ろ
う
と
思
い
入
学
の
手
続
き

を
し
ま
し
た
。

　

入
学
は
面
接
の
み
で
、
娘
と
い
っ

し
ょ
に
面
接
を
受
け
通
信
制
へ
入
学

と
な
り
ま
し
た
。
入
学
に
あ
た
り
私

は
一
度
高
校
を
卒
業
し
て
お
り
ま
し

た
が
10
年
以
上
経
っ
て
い
れ
ば
入
学

可
能
と
い
う
こ
と
で
入
学
し
ま
し
た
。

　

通
信
制
で
は
基
本
的
に
レ
ポ
ー
ト

の
提
出
で
す
が
、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
も

あ
り
対
面
授
業
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
結
果
と
し
て
娘
は
早
々

と
登
校
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

私
は
親
の
立
場
か
ら
続
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
自
分
の
意
志
が
あ
れ
ば
年
齢

に
か
か
わ
ら
ず
勉
強
が
出
来
る
こ
と

を
子
供
に
見
せ
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

通
信
制
の
卒
業
に
関
し
て
、
単
位

制
で
75
単
位
の
取
得
で
卒
業
で
き
る

と
の
こ
と
で
、
３
年
で
の
卒
業
を
目

指
し
ま
し
た
。
科
目
は
必
修
と
選
択

が
あ
り
、
学
校
行
事
の
参
加
も
含
ま

れ
年
間
取
得
可
能
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
申
請
し
て
学
業
に
励
み
ま
し
た
。

入
学
し
て
始
め
に
科
目
が
多
い
の

で
、
さ
て
何
を
選
択
す
れ
ば
良
い
か

ま
よ
い
ま
し
た
が
、
３
年
間
で
ほ
と

ん
ど
の
科
目
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

選
び
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
生
は
10
～
20

代
が
大
半
で
私
達
高
齢
者
が
３
名
程

度
で
色
々
な
動
機
で
入
学
さ
れ
自
分

の
で
き
る
範
囲
で
の
学
業
を
励
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
対
面
授
業
で
の
生
徒

数
は
ば
ら
ば
ら
で
、
先
生
と
一
対
一

の
授
業
も
あ
り
ま
し
た
。

　

特
別
な
行
事
と
し
て
通
信
祭
と
東

海
地
区
の
通
信
制
高
校
の
交
流
会
が

あ
り
ま
し
た
。
通
信
祭
は
ク
ラ
ス
単

位
で
模
擬
店
を
運
営
す
る
こ
と
で
楽

し
か
っ
た
で
す
。
通
信
制
の
交
流
会

は
輪
番
で
当
番
の
校
へ
集
ま
り
催
し

等
を
行
う
こ
と
で
他
校
と
の
交
流
を

深
め
る
も
の
で
し
た
。
何
は
と
も
あ

れ
、
３
年
で
無
事
卒
業
で
き
ほ
っ
と

し
た
こ
と
で
す
。

　

丁
度
通
信
制
も
四
日
市
高
校
か
ら

北
星
高
校
へ
移
管
さ
れ
、
最
後
の
卒

業
生
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
は
多

大
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
感
謝

り
し
て
い
ま
し
た
。
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
英

語
圏
の
先
生
か
ら
パ
ラ
グ
ラ
フ
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
を
教
わ
っ
た
り
、
理
科
室

で
豚
の
解
剖
を
し
た
り
…
私
も
生
徒

に
な
っ
て
受
け
た
か
っ
た
で
す
。
普

通
教
室
で
も
、
講
義
内
容
に
生
徒
が

興
味
を
持
つ
よ
う
な
「
仕
掛
け
」
が

詰
め
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
放
課
後

に
は
自
主
的
に
勉
強
会
を
開
い
た

り
、
英
語
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
練
習
し

た
り
す
る
姿
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
四
高
は
生
徒
が
よ
り
質
の
高

い
学
び
を
経
験
で
き
る
よ
う
、
新
し

い
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
思
い

ま
す
。
そ
の
と
き
に
は
、
教
員
と
し

て
、
教
え
子
と
し
て
の
四
高
生
の
学

び
を
支
え
ら
れ
れ
ば
望
外
の
喜
び
で

す
。

編
集
後
記

　

	

同
窓
会
報
79
号
を
ご
覧
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
、

延
期
や
中
止
と
な
っ
た
学
年
同

窓
会
等
の
行
事
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

同
窓
生
と
集
ま
る
機
会
が
減

っ
て
し
ま
っ
た
今
だ
か
ら
こ

そ
、
こ
の
同
窓
会
報
が
母
校
を

懐
か
し
み
、
母
校
の
近
況
を
知

っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
の
一

助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。（
前
田
）

　

会
報
に
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ

き
早
17
年
、
そ
の
間
に
編
集
方

法
に
も
デ
ジ
タ
ル
化
の
波
が
。

し
か
し
最
後
は
フ
ェ
イ
ス
to
フ

ェ
イ
ス
、
温
も
り
を
感
じ
て
い

た
だ
け
る
会
報
に
と
願
っ
て
お

り
ま
す
。	

（
小
林
）



（6）四日市高校　同窓会報 第79号2022年（令和４年）３月１日

　突然のこの稿の原稿依頼で驚いている。私に依頼が来たのは、単に
職業が珍しいからに違いない。
　私は日本の伝統文化である池坊のいけばなを教えている。祖父から
父、そして私と３代目になる。父が７年前に他界したあと、祖父から
続く雅号である春荘を継いだ。大学を卒業してすぐこの道に入った。
その頃はバブル期で生徒も多く迷いはなかった。それから早や44年、
地元四日市でも教えているが、今は家元のある京都が活動の中心であ
る。そのほか国の内外を問わず指導に当たっている。尤も今はコロナ
禍の影響で海外派遣はない。旅先で同窓生に会ったことはないが、お
互いいちいち履歴を披露することはないから、ひょっとすると会って
いるかもしれない。
　いけばなについて少し述べてみたい。花を飾る行為は、日本人に限
らず誰でもする日常の行為である。しかし我々の先人によって、花の
表面的な美しさだけでなく、内面に輝く花の命を生かす努力が払われ
てきた。そこに精神性が育まれ、道ができた。室町時代から続く華道
の誕生である。これは日本の恵まれた風土（植物相の豊かさにおいて）
と「草木国土悉皆成仏」と言われるように森羅万象すべてに命が宿る
という、日本人が持つ心の有り様によって生まれた。我々は美しく咲
いた花だけでなく、草木の葉や枝や実も花と見る。散っても、枯れて

も花である。枯れたのは終わりではなく、まだ生かされる可能性を持
つ。
　そんな様々な素材を駆使して作品制作にも励んでいる。幸い６年前
に、自身の作品集「花時分」を出版することができた。タイトルは世
阿弥の「時分の花」から取った。芸に終わりはなく、日々精進と自分
に言い聞かせるためである。
　卒業してほぼ50年。今は母校を訪れる機会はないが、出張で近鉄
富田駅はよく通る。電車の車窓から見える母校を見るたび、あの頃の
思い出が断片的によみがってくる。クラブは吹奏楽部だった。部室だ
った十四川沿いのプレハブ小屋はまだ健在で、喧噪だった部室は静か
に、そこだけ時間が止まっているかのように見えて懐かしい。
　いつの間にか高齢者の仲間入りをしている。どこかで同窓生に出会
わないかなあ。会えば四高の思い出に、花を咲かすことはできるだろ
う。

自分の花

春荘　小 林 清 隆 （四高48年度卒）
池坊中央研修学院教授

自
分
た
ち
の
時
代
と
は
学
校
の
雰
囲

気
も
変
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
想

い
を
馳
せ
ま
す
。

　

高
校
生
の
頃
を
振
り
返
り
思
い
出

す
の
は
、
や
は
り
ク
ラ
ブ
や
友
と
過

ご
し
た
日
々
で
す
。
そ
の
頃
の
友
と

は
今
も
変
わ
ら
ぬ
付
き
合
い
を
し
て

い
ま
す
。
少
し
ヤ
ン
チ
ャ
も
し
た
よ

う
な
気
も
し
ま
す
が
、
当
時
の
四
高

生
を
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た

先
生
方
の
信
頼
だ
け
は
裏
切
る
ま
い

と
、
物
事
の
善
悪
の
判
断
だ
け
は
忘

れ
な
か
っ
た
つ
も
り
で
す
。
そ
の
意

味
で
「
考
え
る
こ
と
」
も
学
ん
だ
よ

う
に
思
い
ま
す
。

　

社
会
に
出
て
も
、
八
稜
星
の
下
に

学
ん
だ
仲
間
と
い
う
だ
け
で
親
近
感

が
湧
い
て
き
ま
す
。
同
窓
生
と
い
う

の
は
何
物
に
も
代
え
ら
れ
な
い
私
の

財
産
だ
と
、
母
校
を
望
む
た
び
感
じ

て
い
る
毎
日
で
す
。後
輩
の
皆
さ
ん
、

今
は
先
を
見
通
す
こ
と
が
難
し
い
時

代
に
な
っ
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
こ
う
い
う
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、
地
元
を
そ
し
て
日
本
を
よ

く
知
り
、
自
分
が
何
を
や
り
た
い
の

か
を
考
え
、
そ
し
て
自
由
に
大
き
く

羽
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
！

い
た
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
経
験
さ
せ
て

も
も
ら
い
ま
し
た
。
伯
母
は
、
今
も

年
に
何
度
か
は
実
家
四
日
市
に
お
越

し
に
な
り
、
鈴
木
家
の
お
墓
参
り
と

と
も
に
、
友
人
と
の
旧
交
を
温
め
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
。
伯
母
に

は
本
当
に
感
謝
で
す
。
伯
母
さ
ん
、

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
！
甥
っ
子
と

し
て
、
そ
し
て
後
輩
と
し
て
、
そ
う

願
い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
現
在
、
四
日
市
駅
か

ら
富
田
駅
ま
で
近
鉄
に
乗
っ
て
通
勤

し
て
い
ま
す
。
そ
の
時
間
は
か
つ
て

私
が
四
高
生
と
し
て
乗
車
し
て
い
た

ギ
リ
ギ
リ
滑
り
込
み
セ
ー
フ
に
近
い

時
間
で
、
当
時
の
電
車
の
中
は
押
し

合
い
へ
し
合
い
で
し
た
が
、
現
在
の

四
高
生
は
す
で
に
登
校
済
み
か
、
見

か
け
て
も
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
問
題

集
や
参
考
書
を
見
て
お
り
、
世
間
で

い
う
ス
マ
ホ
片
手
の
登
校
と
は
異
な

る
景
色
で
す
。真
面
目
な
ん
だ
な
ぁ
。

　

私
の
伯
母

が
四
高
の
前

身
で
あ
る
四

日
市
高
等
女

学
校
の
出
身

で
あ
る
こ
と
を
、
こ
れ
ま
で
は
さ
ほ

ど
意
識
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
が
、
昨
年
放
送
さ
れ

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ヒ

ス
ト
リ
ー
」
の
取
材
を
受
け
て
伯
母

の
生
き
ざ
ま
を
辿
り
、
誇
ら
し
い
先

輩
だ
と
改
め
て
感
じ
て
い
ま
す
。
伯

母
の
勉
学
に
対
す
る
強
い
気
持
ち

は
、
戦
争
に
よ
っ
て
無
残
に
も
満
足

で
き
る
も
の
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
と
の
こ
と
で
、
戦
争
の
悲
惨
さ

の
一
面
を
垣
間
見
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

私
は
、
大
学
時
代
に
は
週
の
半
分

以
上
は
伯
母
の
家
か
ら
大
学
に
通
わ

せ
て
も
ら
う
な
ど
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
番
組
で
従
兄
が
言
っ
て

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
を

機
に
思
う
こ
と鈴　

木
　
伸
　
幸
（
四
高
51
年
度
卒
）

　

昨
年
夏
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ヒ
ス
ト
リ
ー
」
で
俳
優
舘
ひ
ろ
し
さ
ん
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
お
母
様
で
あ
る
舘
初
子
さ
ん
が
四
日
市
高
等
女
学
校
ご
出
身
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
母
校
及
び
同
窓
会
館
へ

も
取
材
依
頼
が
あ
り
、
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

リレー随想 〈第25回〉

母校創立70周年記念誌に残る舘初子さんの文章

放映の一コマ

取材の様子

作品集「花時分」



（7） 四日市高校　同窓会報第79号 2022年（令和４年）３月１日

　私は長野県アクアウイングで行われた全国高等学校総合体育大会
水泳競技大会飛込競技に出場しました。昨年は新型コロナウイルス
拡大の影響により大会が中止され、出場することができませんでし
たが、今回は開催され、初めてのインターハイとなりました。私は
高飛び込みと３ｍ飛び板飛び込みに出場しました。どの種目も集中
して演技することができ、高飛び込みでは決勝に進出することがで
きました。決勝に進出できたことが信じられなかったですが、日々
の練習の成果を発揮しようと集中し、11位という成績を収めるこ
とができました。試合が終わった時には、「いい試合ができたな。」
と感じました。３ｍ飛び板飛び込みでは決勝に進出することはでき
ませんでしたが満足のできるいい飛び込みができたと思います。何
より今回の大会はすごく楽しくて、いい時間が過ごせたなと思いま
した。応援してくださった皆様、本当にありがとうございました。

　７月から行われていたトイレの改修
工事が完了し、10月から新しいトイ
レが使えるようになりました。今回の
工事で改修されたトイレは、すべて洋

式化・乾式化された上、自動水栓と人感センサー付きの照明
も導入されました。老朽化が著しく進んでいた以前のトイレ
は、ひどい臭いや汚れ、頻繁な漏水など多くの問題点があっ
た為、日頃からこれらの問題に悩まされていた生徒からは喜
びの声が上がっています。また、乾式化により、水で床を清
掃する必要がなくなり掃除の際の手間が大幅に省けました。
今回のトイレの改修により、校内の衛生面が向上したととも
に、多くの生徒がトイレをきれいに保とうと改めて意識する
ようになりました。今後は、トイレに関する生徒の不満を取
り上げて改修を進めて下さった方々への感謝を忘れず、清潔
に保っていこうと思います。

　12月15日から20日の５日間、沖縄や種子島や鹿児島に研修
に行きました。初日の沖縄では美ら海水族館に行き、獣医師や
動物看護師の方のお話を聞きました。水中生物の医療について

知り、水中だからこその難しさがあり、そこには多くの工夫がなされていることがわ
かりました。また、動物のお世話だけでなくジンベエザメなどの未知の生物の生態の
研究なども行われていてとても興味深かったです。
　また釣りや定置網体験もしました。三重県では見られない色や形の魚が見られ、沖
縄の海の豊かさを感じました。そのあとにしたシュノーケルでは、目の前に透き通っ
た海水と色鮮やかな熱帯魚や珊瑚礁が
広がり、その景観はとても美しかった
です。
　種子島や鹿児島ではＪＡＸＡや桜島
を観察しました。宇宙や火山など普段
触れられないことについても考える機
会となり、有意義な時間でした。
　この研修では自分の興味のある分野
や、それ以外に
も幅広い知識を
深めることがで
きました。
　一緒に行った
仲間とも楽しい
時間を過ごすこ
とができ最高の
５日間でした！

　「人生は出会う人で決まる」いつからかこの言葉が常
に私の胸にあります。四日市高校への入学が決まった時
に、私は高校生という立場、四高生という立場を最大限

に活かして、できる限りたくさんのことを経験し、たくさんの人に出会おう、
という目標を立てました。そして実際に、ＳＳＨ関連の様々な企画や英語ディ
ベート、生徒会役員など様々なことに挑戦し多くのことを得ることができた３
年間だったと思います。
　そして、それらの活動の中で得た最も貴重なものは、たくさんの素敵な人た
ちとの出会いでした。自分の興味のある活動に参加すると、同じような興味を
持った仲間と深い話が出来たり、自分の得意なことをさらに上手く出来る人を
見てもっと頑張ろうという刺激をもらえたりしました。また、そのような出会
いは同時に新しい自分との出会いでもありました。
　もちろん、普段の学校生活でもたくさんの大切な仲間ができました。何でも
じっくり真剣に語り合うことができ、苦しいことも一緒に乗り越えてきた戦友
であると同時に自分にはない尊敬できるところを持ったロールモデルでもある
友達。自分もこんな大人になりたいと思えるようなかっこいい先生。これから
もずっと大切にしていきたいと思えるたくさんの素敵な人たちに10代のうち
に出会えたことはとても幸運なことだと思います。
　私たちは今、「子供」という人生の第１章を終え、「大人」という第２章へと
進もうとしています。高校でのかけがえのない出会いとこれからの出会いへの
期待を胸に、次の章への扉を開こうと思います。

インターハイに出場して

感謝を忘れずにＳＳＨ国内研修（沖縄・鹿児島）に
参加して

出会い
２年２組　山　吉　　　慧

２年５組　弓　矢　妃　夏
２年４組　竹　本　好　花

３年８組　福　間　愛　子

学 園 だ よ り

３号館１階「みんなのトイレ」
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同窓会館 メモリアルギャラリー紹介

実物は同窓会館２階にございます。ぜひお気軽にご来館下さい。

田村初代校長像 メモリアルギャラリー入口より

富洲原高女（北女の前身）袴

二中成績表

田村初代校長筆「教育最良遺産」

昭和25年より改定 現在に至る昭和23年発足当時のもの
四日市高校徽章

富中陶器製ボタン田村泰次郎氏直筆原稿

丹羽文雄氏色紙

丹羽文雄氏直筆原稿

甲子園優勝時の号外四高各年代の修学旅行のしおり

四女同窓会誌「懐雪」創刊号四高生徒会誌「八稜星」
創刊号と第２号

甲子園優勝投手 高橋正勝選手
着用ユニフォーム

富田中学校全景（模型）


